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　去る７月３１日（水）本学第一会議室において第

５回運営諮問会議が開催されました。会議では、

常本学長の挨拶及び委員の紹介の後、会長、副

会長が選出されました。次いで、常本学長から

諮問事項の説明の後、本学の法人化に向けた取

組みについて説明があり、その後、諮問事項で

ある「法人化に向けた本学のあり方」について

活発な意見交換が行われました。

　会議要録は以下のとおり

第５回北見工業大学運営諮問会議要録
出席者　五十嵐　力　五十嵐建設 代表取締役

　　　　神田　孝次　北見市長

　　　　熊谷　秀男　東京電波 代表取締役社長

　　　　高橋はるみ　北海道経済産業局長

　　　　丹保　憲仁　放送大学長

　　　　戸田　一夫　北海道電力 取締役相談役

　　　　森本　正夫　北海学園北見大学長

　　　　吉村　宣夫　北見工業大学同窓会長

欠席者　五島　　哲　東京急行電鉄 取締役調査役

　　　　小林　　護　野村興産 イトムカ鉱業所

　　　　　　　　　　　常務取締役所長

　会議開催にあたり、学長挨拶の後、運営諮問

会議委員及び本学関係者の紹介があった。

会議概要
　審議に先立ち、会長及び副会長の選出につい

ては学長が進行することが了承された。

１　会長及び副会長の選出について

　　学長から、会長及び副会長は北見工業大学

運営諮問会議規程第５条第１項の規定に基づ

き、委員の互選により選出することとなって

いる旨説明があり、審議の結果、次のとおり

選出された。

　　会　長　　丹保　憲仁

　　副会長　　熊谷　秀男

２　法人化に向けた本学のあり方について

　　学長から丹保会長に対し諮問書が手渡され

た後、丹保会長が議長となり審議が進められ

た。

　議長から、本件の審議にあたり本学の法人化

に向けた取組みについて説明願いたい旨提案が

あり、大学側から、資料に基づき次の項目につ

いて説明があった。

（１）本学の法人化に向けた取組み（学長説明）

主な意見（ は大学側説明）

○議論をして結論がでないということがないよ

う、きちんとした大学運営を行ってもらいた

い。北海道の地域的なロケーションを生かし、

魅力あふれる大学をつくるためにも、道外に

試験場を設けたりして全国的にアピールする

ようなことを考えてほしい。これらを踏まえ

特色ある大学作りをお願いしたい。

学生向けに大学案内という冊子を発行したり、

インターネットで本学の大学紹介ビデオが見

られるようにしたり、道外試験場の設置も現

在検討中である。

○運営の面での財務担当、労務担当の検討は行

っているのか。

残念ながらガイドラインのないところは、ま

だ触れていない。今後の対応となる。

○監査役は常勤の監査役を雇用する余裕はない

はずだから、非常勤にならざるを得ない。今

から候補をしぼっておかないと他にとられる

ことになる。早手回しに考えておいてくださ

い。

再編・統合の議論を進めてきたが、今の時点

では平成１６年４月の独法化に合わせた議論は

できなくなってきているため、本学独自の対

＝会議＝
第５回運営諮問会議の開催

（総　務　課）
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応を考えなくてはと思っている。

○国立大学法人像があまりはっきりとしない。

やってみて失敗したらどうするのか。民間で

はそうはいかない。今は独立行政法人という

言葉が独り歩きしている観があり、制度を変

えることは良いが発想も大胆にしてほしい。

方向性が出せれば賛成である。アジアの諸国

は日本の教育制度を参考にしている。日本が

おかしな改革をしたらアジア全体がおかしく

なってしまう。そうなってしまえば、大胆な

改革をしても国民全体の支持を得られなくな

ってしまう。

（２）中期目標・中期計画（鮎田副学長説明）

主な意見

○独法化で大変良い例と思われるのが、経済産

業省の産業技術総合研究所（以下、産総研）

である。産総研あたりは６年間の予算をみて

単年度ごとに概算要求をする。予算の取り方

がどうなるかは産総研が先にスタートしてい

るのでみんなで注視している。予算獲得と中

期計画の関係はどうなっているのか。

○産総研は６年間の中期目標を持っていても、

国に対する予算要求は国の会計年度が単年度

であるため、１年毎にならざるを得ない。一

方で民間等のお金も入ってくるので場合によ

っては１～３年等色々なものがあって、そう

いったものを組合わせてマネージメントを行

っている。産総研での事務の取扱いに関して

参考になることがあれば事務方を札幌へ派遣

いただければ対応したい。

（３）教育に関する目標と措置（高橋副学長説明）

主な意見（ は大学側説明）

○成績に応じたクラス編成は大変難しい。学生

の受取り方の評価が低いと不満を漏らすこと

になり、逆に評価が高いと慢心し勉強しなく

なる。ある程度必要だとは思うが教育方法と

して考えておかないと企業に入ってから使い

物にならない。

本学では数学、英語で大きく幅があるように

聞いている。いいものは伸ばし、低いものは

底上げをすることであり、今後クラス分けは

十分検討していきたい。

○金沢工業大学はすごいシステムを持っていて、

学生のどこに穴があるのかコンピュータで追

跡調査を行っている。入ってくるレベルは決

して高くはないが、１年経つとかなり成長し

てくる。このシステムでかなり穴が埋められ

るのではないか。

○独法化にあたり、財務のベテランをつくりな

さい。企業は儲けが出なかったら切腹ものだ

が、大学は教育７、財務３くらいの割合で行

ったほうが良いと思う。教育に合理主義はな

じまない。金沢工業大学の卒業生を数人採用

しているが、事務方が非常に熱心に学生の特

徴を訴えてくる。事務方の熱意で大学は活性

化するので、独法化はいいチャンスだと思っ

ている。

○法人化で固有の事務官を採ることができるか

もしれない。教務・学生指導は教官だけでは

成り立たない。特にＡＯ入試などは、神様の

ような事務官がいないと成り立たない。北見

工大にこの人ありという事務官が１０人もいれ

ば劇的に変わる。今の国立大学には財務、労

務の専門家はいない。教務の専門家もいない。

法人化にむけてクリアーしてほしい課題であ

る。

金沢工業大学は魅力ある大学のランキングで

上位にランクされていて、本学でも注目して

おり今後参考としたい。

○金沢工業大学の夢考房は２４時間開いており、

専任のスタッフも常駐し、自分のやりたいこ

とができる。大きなスペースではないが、常

時開いているということが肝心なことである。

○ある大学では教員と職員に対して、学生を指

導する資格を設けて職員の７～８割はその資

格を取得しないと教務ができないというシス

テムをとっている。大学としては学ぶべきシ

ステムだと思う。教務の専門家は国立大学に

はいない。専門家を育てる環境としては、北

見工大のようにサイズの大きくないところは

会　議
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チャンスかもしれない。

（４）地域貢献についての目標と措置（大島附属

図書館長説明）

主な意見

○現在建設中の総合研究棟にインキュベーショ

ン施設ができると聞いたが法人化により、当

該インキュベーション施設をその企業の本社

として登記ができると聞いている。それによ

り細かなサービスの提供と地域への貢献がで

きる可能性が広がってくることとなる。

○統合については、旭川医大と統合して理念が

きちんと持てるのか。大学が特色を持つには、

教職員がどれだけ熱意を持って取組んでいる

かにかかっている。ただ統合しただけでマイ

ナス面が出ないか見極めが大切。北海道大学

は大学院の重点化がはっきりしている。北大

のリーダーシップの問題もあるが、地域の大

学から北大との役割分担を議論してほしい。

そうでないと中途半端になってしまう。まず

地場の基本的技術力をつけることから始めて

ほしい。

○医学と工学の結合はあり得ると思う。旭川医

大は北大工学部と組むよりは、こちらと組ん

だほうが組みやすいだろう。組むことにより

高いレベルでなくてもドクターも出るだろう。

大学院で工夫すれば存在感のある大学になる

だろう。

○行政と行政内部の研究、政策の方向性も含め

共同研究をしており、市の事業予算を決める

ことも本学と相談しながら行っている。産学

官連携で大変ありがたい状況になってきてい

る。また、市から産学官推進員も専従者を配

置して行っている。既存の業者と官の研究の

連携だけではベンチャーの立上げは難しい。

大学の知恵をお貸し願いたい。また本学の学

生がどんどん地域に入っていってベンチャー

で独立していけるよう援助したい。

○たとえば市役所だけでなく、自前で情報シス

テムを作ることは非常に難しい。非常に高い

金を払って外注するケースが多い。たとえば、

北見工大でそれを引受け、ある程度研究開発

したなら、市の職員が大学院の学生となって

自らがシステムを作り上げていくこともでき

るのではないか。欧米では当たり前のシステ

ムであるが、日本では別々のシステムで動い

ているので非常にもったいない。市と一体と

なって仕事が出来れば良いと思う。

　以上の意見交換の後、議長から、本日の会議

のまとめは会長、副会長に一任願い次回の本会

議で確認することでご了解願いたい旨の発言が

あり、審議が終了した。

　審議終了後、学長から謝辞が述べられ閉会し

た。

＝学位記授与式＝
平成１４年度９月期学位記授与式挙行

（総　務　課）

　平成１４年度９月期学位記授与式が、９月１８日

（水）午後３時から、学長室で行われました。

　今回の授与式は、副学長、事務局長等が列席

する中、博士後期課程修了者（物質工学専攻）
しぇじん

外川純也氏及び論文博士　謝晋氏に対し、常本

学長から学位記が授与されました。

会議・学位記授与式
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＝国際交流＝
ハ ル ビン

中国－東北林業大学および哈爾濱工程大学－訪問記

留学生教育相談室講師　菅野　　亨

１．はじめに
　本年７月８日から７月１２日にかけて５日間と

いう短い期間ではありましたが、初めて中国を

訪問する機会を与えていただきました。目的は、

東北林業大学（ハルビン市）の創立５０周年式典

に出席および、ハルビン工程大学を表敬訪問す

ることでした。昨年３月厚谷前学長、常本学長、

鈴木教授（化学システム工学科）、山岸教授（留

学生教育相談室長）が東北林業大学を訪問、北

見工大との交流協定が締結され、その交流協定

を受けた式典への招待でした。また、ハルビン

工程大学との“学生交流に関する覚書”の更新

時期になっていることもあり、一層の学術・教

育の交流を推進するための表敬訪問でした。鮎

田副学長と、ハルビン工程大学出身で鮎田先生

の研究室院生の毛継 氏（土木開発工学専攻２

年）に菅野が同行するという形で３人での訪問

でした。そこで、この紙面をお借りし中国訪問

の報告をさせていただき、また初めての中国に

対する私個人の感想、印象を述べたいと思いま

す。

２．日本から北京へ
　成田から北京への飛行時間は３時間３０分あま

りで、女満別を１０時２０分に発って日本を離れた

のが１７時２５分であったことを思えば、本当にア

ジアは近いというのが実感でした。北京空港か

ら外に出たとたん、むっとする熱気と車や工場

等から排出されていると思われる異臭を感じま

した。しかし毛さんの友人の方が迎えに来てく

れておりましたので、エアコンが効いているタ

クシーにスムーズに乗ることができました。空

港から北京の市街地までは広くて立派な高速道

路を走って約４０分、快適なドライブでした。そ

の夜はホテルにチェックイン後、近くのレスト

ランで中国のビールを楽しみました。翌日は、

ハルビンに発つまでの間北京市内をまわること

ができました。ホテルから天安門までの道は、

日本の都市以上にきれいな町並で、写真１のよ

うな街の美化活動・政策が徹底されていました。

　天安門広場の近くにある故宮博物院は、イン

ターネットから得た情報によると、“古くは紫

禁城と呼ばれ中国明清王朝の皇宮、中国現存の

最大にして最も整った古代帝王宮殿群、明の永

楽４年から１８年（１４０６～１４２０）にかけて築営さ

れ、現在に至るまで実に５００年余りの歴史を有

する。その面積は７２万 、部屋は９，０００室余り、

建物は折重なる如く建築され、四方は高さ１０m

の城壁と幅５０m以上の濠で取り囲まれてい

る。”とあり、世界文化遺産にも指定されてい

る中国最大の博物館です。一つの門を通るとま

た次の門と宮廷が見えてくる、それが１０回前後

続いたと思いますが、まさに中国の歴史の重み

を感じる大博物館でした（写真２）。それから、

写真１　北京市街の美化スローガン

写真２　故宮博物院（ほんの一部です）

国際交流
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日本でもおなじみのファーストフードの看板を

目にしながら北京の中心街を少し歩き、夕方空

港へ向かいました。

３．ハルビンにて
　北京空港からハルビン空港までは約１時間４０
分、東北林業大学の方々に空港まで車で迎えて

いただきました。私たち３人の他に、それぞれ

東大と京大から来られた日本人の先生方も一緒

でした。車が向かったホテルは大学側が国内外

からの来賓のために用意してくれたホテルで、

中に入るとまるで学会の受付のようにチェック

インを行いました。

　翌朝、迎えにきたバスに乗り大学へと向かい

ました。私たちのグループの他に、韓国人、フ

ランス人、フィンランド人、ポーランド人そし

て前日お会いした日本人の先生方もおりました。

大学に到着後、大学の歴史等を示す展示物、掲

示物を見て回りました。国際交流コーナーには、

北見工大（以後本学）との交流協定締結の写真

も展示してありました。その後、本学からのお

祝いの品をお渡しする時間を作っていただき、

副校長の 国春副教授に直接お目にかかること

ができました（写真３）。

　５０周年式典は大学の屋外のスタジアムで行わ

れ、私の名札付きの来賓席も用意されておりま

した。フィールド内には赤、青、黄色の帽子と

ポロシャツに統一した大勢の学生さんが座り、

非常に華やかな雰囲気でした（写真４）。また

酷暑の中、着ぐるみのミッキーがさかんにあい

そを振りまいていました。式典では、来賓の方

が次々に挨拶され、その中には江沢民国家主席

の妹さんが共産党からの来賓として来られてい

ました。式典終了後にはゲストハウス内におい

て、曹罕副校長先生や、東北林業大学の先生方

と１０数名で２テーブルを囲んで昼食をとりまし

た。写真５、写真６は、昼食後の李堅校長先生、

曹副校長先生とのショットです。

　昼食後は、キ

ャンパス内にあ

る野生動物資源

学院や花弁生物

工程研究所等を

見学しました。

花弁生物工程研

究所を案内して

くださった所長

でもある李王花

教授は日本への

留学経験がある

とのことで、日

本語とハングル

語を駆使して日

本人と韓国人に通訳無しでいろいろと説明して

くださいました。

　翌日の午前中は大学がセッテングしてくれた

市内観光ツアーに参加しました。ハルビン市は、

写真３　 副校長先生と（東北林業大学）

写真４　上　式典への来賓を歓迎する横断幕
　下　式典会場における学生達

（東北林業大学）

写真５　李校長先生と
　　　　（東北林業大学）
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中国東北三省の

寮寧省、吉林省、

黒竜江省の中

で最も北に位置

しロシアとの国

境にある黒竜江

省の省都で、９００

万人以上の人口

を有する大都市

です。歴史的に

ロシアの影響が

強く、さまざま

な欧風建築物が

残っており、東

方のモスクワと

言われているそ

うです。代表的

なものとして聖

ソフィア聖堂が

あります（写真

７）。また、文

化的・民族的に

は韓国・朝鮮と

の関係も非常に

深く、街の中心

部ではハングル

語で書かれた看

板のレストラン

が目立ち、ホテルではハングル語放送のチャン

ネルもありました。さらに、日ロ戦争から第二

次世界大戦にかけて、この街を舞台にして日本

が関わるさまざまな悲劇が起こったのはご存じ

のとおりです。

　午後からは、ハルビン工程大学を表敬訪問し

ました。邱長華校長先生、張曙副校長先生をは

じめ、８人の先生方に迎えていただきました。

また、昨年本学へ学生を引率されて来られた張

銘釣教授、高胤義先生のなつかしいお顔とも再

会することができました。邱先生が日本に来ら

れた時のことや、サッカーのワールドカップな

どなごやかな雰囲気で話が進みました（写真８、

９）。校長先生方は今年の９月に東京の電気通

信大学の国際ワークショップに参加のため来日、

そのおりに本学に立寄り正式に新たな協定書及

び覚え書に調印する予定であるとのことです

（８月現在）。先生方との再会を約束して、大

学の用意してくれた車で１時間ほど市内観光を

しました。夕食後ハルビン空港へ向かい、北京

空港に到着したのは２２時過ぎでした。

４．雑　感
　初めての中国の印象を述べると、思っていた
以上に経済的に繁栄しているということでした。

デパートには大量の商品があり、平日の昼間で

も大勢の買い物客で混んでいました。帰国後す

ぐ本屋に行き中国関係の本をさがしたところ、

「チャイナ・インパクト」大前研一著（講談社、

２００２年３月発行）という文字が目に飛び込んで

きました。それによると、中国の国内総生産は

現在カナダを抜いて第７位にランクされており、

経済成長率は２００１年で７％を超え、世界のなか

できわだって高い数字であるとのことです。ま

た新聞報道によると、中国のある民間シンクタ

ンクは、中国の製造業は２０１５年には日本を、２０

３０年にはアメリカを抜いて世界一になると予測

しています。１２億以上もの人口を持つ国と同列

の比較が適切なのかはわかりませんが、とにか

く現在中国はもう経済大国と言えるのではない

かと思います。しかし、中国に詳しい山岸先生

や留学生の話によると、中国沿岸部と内陸部・

農村部との経済格差は大きく、広大な中国の現

況をひとくくりに論じるのは無理があるとも言

えます。

　大学に関しては、日本のトップ３０ならぬ中国

写真６　曹副校長先生と
　　　（東北林業大学）

写真７　聖ソフィア聖堂

写真８　邱校長先生と（ハルビン工程大学）
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１００重点大学政策（２１１プロジェクト）により、

その規模がますます大きくなっているそうです。

それから恥ずかしい話ですが、中国の大学の授

業料は無料だとずっと思っていたのですが、そ

うではなく中国人の平均給与水準からみた授業

料は日本よりずっと高いそうです。また、経済

発展に伴い欧米で学位を取得後中国に戻る人が

増加しており、就職に関してもきびしい競争が

あるようです。

　最後に、今回このような貴重な機会を与えて

くださった常本学長、鮎田副学長、山岸先生に

感謝いたします。この経験を生かして本学と東

北林業大学、ハルビン工程大学との交流促進に、

微力ながら寄与できることを願っています。ま

た、渡航にあたって煩雑な事務手続きをしてい

ただいた総務課、西田学事法規係長に御礼申し

上げます。そして、土産物のディスカウントを

含む外部との交渉を一手に引き受けてくださっ

た毛　氏に感謝致します。それから、中国で私

たちを暖かく迎えてくださった東北林業大学、

ハルビン工程大学の先生方にも、この場をお借

りして深謝致します。

写真９　張副校長（右）と王副教授（通訳）
（ハルビン工程大学）　
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写真１

慶尚大学校工科大学との短期交流研修の回想
化学システム工学科助教授　星　　雅之

８月１８日（日）

　午前１１時ごろから、新千歳空港１階国際特別

待合室付近にこの研修に参加する学生たちがひ

とり、またひとりと集まってきた。男子９名、

女子２名の構成で、１人が学部１年であとは４

年と修士の学生たちである。彼らを引率する教

職員は、高橋副学長、落井教務課長補佐と私の

３名で、いよいよ７泊８日の研修がはじまる。

　この待合室付近で偶然にも山岸教授一行とお

会いした。彼らは中国の新疆ウィグル自治区へ

旅立ち、我々一行はコリアンエアー７６６便で韓

国へ。およそ３時間のフライトの後、仁川（イ

ンチョン）国際空港へ到着。

　入国審査を終え、おのおのバックやケースを

持って到着ゲートを出ると、北見工業大学のス

テッカーを掲げているロッテ観光の通訳案内員、

金さんが待っていた。仁川国際空港からソウル

市内のホテルまでバスで約１時間、彼女は観光

案内と韓国事情について達者な日本語でほとん

ど話し続けていた。

　我々が宿泊したホテルは市庁のすぐそばで、

ガイドブックによると一級（その上は特一級と

特二級）にランク付けられていた。ホテルで少

し休んでから、学生たちはいくつかのグループ

に分かれて、夕暮れのソウルの街へでかけて行

った。教職員３名も夕食を求めて、韓国の新宿

あるいは銀座と呼ばれている明洞（ミョンド

ン）にある韓国料理店に足を運んだ。そこでは

日本語がある程度通じ、メニューも日本語が併

記されていたので、日本人がある程度いるだろ

うと予想していたが、驚いたことに日本語の中

に混じって韓国語が聞こえてくるという状態で

あった。旅行の注意事項の中に、“水道水は飲

料に堪えないのでミネラルウォーターを飲むよ

うに”があったので、コンビニで購入しホテル

に帰った。

８月１９日（月）

　モーニングコールが午前５時３０分にけたたま

しく鳴り、慌ただしく身仕度をしてロビーで学

生たちを待っていると、みんな眠そうな様子で

エレベーターから出てきた。

　バスで金浦（キンポ）空港へ行き、朝食をと

ってから８：０５発の晋州（チンジュ）行きのジ

ェット機に乗った。約１時間後に晋州空港に到

着し、慶尚大学校工科大学副学長の馬教授、同

大学の文助教授（通訳）、同大学姜行政室長ら

に出迎えていただいた。

　大学のバスに乗って約１５分、大学の正門（慶

尚大学校の学生たちはマクドナルドのロゴに似

たそのアーチの形からマックと呼んでいるらし

い）をくぐると、左手の歩道と芝生の間に歓迎

北見工業大学の横断幕が見えた。工科大学長の

朴教授は海外出張のため不在で、馬教授が我々

をお世話して下さった。

　さっそく講義室で同大学の学生たち（チュー

ター）を含めて歓迎会をしていただいた。馬教

授と高橋副学長の挨拶の後、北見工業大学から

の赤富士の絵を慶尚大学校工科大学に寄贈した。

大学のレストラン（新しい建物）で歓迎会出席

者がランチをとった後、学生たちはそれぞれの

ホームステイ先に分かれて行った。（写真１）

　我々引率者は宿泊先の同大学のゲストハウス

（５階建、２５室以上ある、２０００年秋に竣工）ま

国際交流
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写真２

で、馬教授と同産業大学院副院長邊教授の自家

用車に分乗して送っていただいた。お二人との

コミュニケーションは英語で、両先生とも流暢

な英語を話された。晋州滞在中、我々３人はほ

とんど馬教授の自家用車で送迎してもらった。

いろいろとお世話していただいた馬教授に感謝

の意を伝えると、“This is my job.”　であった。

　高橋副学長は１０２号室、落井課長補佐と私は

２０５号室で、部屋の設備等に関して簡単な説明

をうけた。約３０ の広さに玄関、バスルーム、

台所があり、二人用の食卓テーブルと椅子、机

と回転脚椅子、洋服箪笥、ベッド、テレビ、冷

蔵庫とエアコンが、ベランダには全自動洗濯機

もあった。研究者等の夫婦が長期滞在できるよ

うに設計されていたので、落井さんと私はダブ

ルベッドで５泊しなければならなかった。

　部屋に荷物を置いてから、通訳の文助教授の

自家用車で市内観光に連れて行ってもらった。

晋州市は人口約３２万人、慶尚南道（キョンサン

ナンド）の古都である。この日は我々にとって

は暑い日であったが、地元の人にとっては夏と

しては過ごし易いと言っていた。蝉の鳴く晋州

城を見て歩いた。この城は１，７００mの石城で壬

辰倭乱（文禄・慶長の役）当時、７万余名が亡

くなった護国の聖地であり、ここから南江の流

れを挟んで南側の市内が見渡せる。きれいな芝

生の上をリスが走り、百日紅の花が青い空に映

え、良く手入れされた市民の憩いの場であると

思われる。ここでも日本人に出会い、少し立ち

話をした。

　次に、人工湖で各種レジャー施設を備えた晋

陽湖を見た後、市内の韓国料理店で我々３人の

歓迎会をしていただいた。馬教授、邊教授、文

助教授のほかに、李教授と崔教授が加わった。

崔教授は内燃機関の研究者で、また我が大学の

創立４０周年記念式典に出席されておられるので、

常本学長のことを良く知っておられた。また、

東京工業大学に留学されていたので、日本語は

達者で、この宴会の２人目の通訳として日韓の

潤滑油的存在となっていただいた。ここの料理

はどれもおいしかったが、生カルビが一番印象

に残っている。（写真２）

　高橋副学長と私のどちらが年長者かが、話題

に上った。これに関しては、後日同じ質問が２

～３回あったが、どの場合も私が年長者に見ら

れるという結果となった。年齢の話が落井課長

補佐に振られ、還暦である旨を伝えたところ、

誕生日はいつかとの質問がでた。実は、今日８

月１９日であると答えたら、李教授はすかさず仲

居さんにバースデーケーキを持ってくるように

頼んだ。そして、宴会の最後はバースデーパー

ティーとなり、和気あいあいのうちにお開きと

なった。李教授の計らいは韓国の遠来の客を迎

える姿勢の一部を見たような気がする。

　ゲストハウスに送っていただいて、シャワー

を浴びベッドに入ったのが、おそらく午後１１時

ごろ。長い一日であった。

８月２０日（火）

　朝８時に馬教授が迎えにくるので、少し早く

部屋を出てゲストハウスの前庭で回りを眺めて

いると、北海道にはいないツクツクボウシが盛

んに鳴いていた。竹や百日紅があり、本州の夏

という感覚である。

　馬教授といっしょに学生寮の食堂で朝食をと

った。ゲストハウスのすぐ傍に、レンガ造りで

４階建ての学生寮が何棟もあり、大きな新しい

寮が一棟そして建設中の寮が一棟見えた。大き

な食堂で、まず、ステンレス製の食器盆（お子

さまランチのように、食べ物を入れるところが

仕切られている）にご飯、ステンレス製のカッ

プに入ったスープ、そして数種類のおかずを順

国際交流
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次のせていく。したがって、メニューは必然的

に日替わり定食ということになる。韓国での食

事にはやはり必ずキムチが付く。どのキムチも

思った程辛くはなく、あっさりとして食べやす

かった。

　９時から工科大学建築科の高教授による「韓

国の建築」（通訳を介して）、１１時から師範大

学日本語教育科の安教授による「韓国の文化」

の講義を拝聴した。日本と韓国の伝統的な建築

様式の違いは、太くてまっすぐな杉や檜が入手

できる日本と比較的細く曲がっている木材しか

ない韓国の違いだと述べられていた。

　日本語と韓国語の類似と相違について、また

苗字についてなど、流暢な日本語で興味深いお

話がきけた。韓国の姓は金、李、朴の３つで約

７０％を占めるそうで、現在実際に使用されてい

る姓は約３００前後とか。これに対して日本は、

実際に使用されている姓は約１２～１３万であると

いうことをこの講義で初めて知った。したがっ

て、韓国では学生の出席をとる時は、日本のよ

うに苗字だけではたいへんなことになるそうだ。

　昼食後、慶尚大学校総長朴先生を表敬訪問し

た。朴総長と高橋副学長の挨拶を工科大学学生

の 君が通訳してくれた。その堂々とした 君

の姿は、私がこの研修でもっとも感心したシー

ンのひとつである。 君は１０月から北見工業大

学電気電子工学科に短期留学することが決まっ

ている。

　その後、炎天下のキャンパスツアーを徒歩で

行った。夕食は中華料理店で馬、邊両教授と

君とやはり日本語の上手な工科大学の女子学生

韓さんとで楽しいひと時を過ごした。高橋副学

長と私は馬教授に連れられてカラオケボックス

へ。そこには、前学長の金教授が待っておられ、

日本と韓国の歌を一人一人歌って大いに盛り上

がった。韓国の人は歌と踊りが好きと聞いてい

たが、それは本当のようである。

８月２１日（水）

　前日と同様に朝食をとってから、９時から学

生の韓さんを講師として日本語のできる学生さ

んたちがチューターとなり、「韓国語基礎」、

１１時から崔教授による「韓国の産業」の講義を

拝聴した。韓さんは１０月から慶尚大学校と交流

がある島根大学に短期留学することが決まって

いる。

　昼食後、大学のバスで晋州市庁へ赴き、市長

を表敬訪問した。あいにく市長は公務で不在で

あったが、河副市長が我々一行と会ってくださ

り、河副市長と高橋副学長の挨拶の後、立派な

市庁建物をバックに河副市庁とともに記念撮影

をした。

　晋州市西方（直線距離で約７０ ）の順天（ス

ンチョン）市にある安楽邑城民族村に向かった。

そこは１，４１０mの城郭をもち、朝鮮時代の役所

と９棟の重要民族資料、民家群などの民俗景観

が見事に保存されており、風俗や伝統的生活文

化を守ってきた村の人が現在も生活している民

俗村である。

　急いでそこを見学して、晋州に引き返した。

馬、崔両教授とともに伝統的な韓国料理をいた

だいた。

８月２２日（木）

　午前７時すぎ、馬教授、姜行政室長と事務官

一人そして韓国の学生とともに我々一行は大学

のバスで慶尚北道（キョンサンプクド）の慶州

（キョンジュ）市に向かった。高速道路を走り

約３時間（休憩１回）で慶州市に入った。

　バスからの景観は、低い山があり、平地は水

田が広がっており、ときどき高層アパート群が

現われるが、日本の景色とあまり違いがないよ

うに思われた。

　慶州博物館の駐車場で一人の女性を乗せた。

彼女が本日の慶州周辺の通訳案内員を務めてく

れる。２年前の交流の時も彼女がガイドになっ

たらしい。まず、山の上にある国宝の石窟庵へ

向かった。この石窟は仏教が排斥されてから忘

れ去られ、日本が朝鮮を併合してから日本の郵

便配達人が発見し、日本が最初に復元したとの

こと。

　昼食後もいろいろと見学して、晋州飲食店に

て全員で夕食をとり、バスで大学まで帰って解

散となった。

国際交流
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写真３

８月２３日（金）

　午前中はゲストハウスでゆっくりと休み、午

後から馬教授と女子学生の韓さんといっしょに

見学とおみやげの買い物をした。

　６時から晋州のホテルで歓送会と修了式が行

われた。崔教授が司会と通訳をしてくださった。

立派な修了証書を学生たちだけでなく、引率の

我々もいただいた。韓国の学生たちとホームス

テイ先でお世話になった人たちも出席していて、

たいへん和やかな雰囲気で時間がすぎていった。

（写真３）

８月２４日（土）

　馬、崔両教授、姜行政室長、韓国の学生たち

そしてホストファミリーの人たちに見送られて、

９：３５発の金浦行きのジェット機に乗った。金

浦空港からロッテ観光の金さんの案内でソウル

市内の見学をして午後をすごした。

８月２５日（日）

　午前６時２０分、重たくなったスーツケースを

持ってホテルのロビーに集合し、インチョン国

際空港へ。途中買い忘れたおみやげなどを買っ

て行く。

　我々は空港で久しぶりの日本食の朝ごはんを

食べ、金さんと別れて出国審査、ウオンを円に

両替、そして１０：００発新千歳空港行きのコリア

ンエアー７６５便の機上に。長いようで、しかし

凝縮した研修の日々だったように思われる。

国際交流
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＝寄稿＝

米国ワシントン大学滞在記

電気電子工学科　植田　孝夫

　平成１２年９月から１０ヶ月間、米国WA州ワ

シントン大学電気工学科において在外研究の機

会を得た。その印象を以下に記す。

１．ワシントン大学

　ワシントン大学（University of Washington, 略

して UWと呼ぶ）は米国ワシントン州（西海

岸北部、州都は Olympia）にある学生数３万５

千人を擁する州内最大の大学で、創立は１８６１年

と西海岸の大学では２番目に古い。日本語で同

名の大学が米国ミズーリ州セントルイス

（Washington University）にあり、またWA州の

Pullmanにもワシントン州立大学（Washington

 State University）という名の大学があるが、別

の大学である（UWも州立である）。

　メインキャンパスはシアトルのダウンタウン

から車で２０分ほど北上した通称 U‐Districtと呼

ばれる地区にあり、敷地面積は７０３エーカー（２

８５万 ）で、教育・研究関連施設、博物館やア

ートギャラリー、約７万３千人収容のフットボ

ール専用スタジアム Huskyなど、おおよそ２２０

の建物からなる。特に目を引くのが、桜並木を

始めとする４８０種類に及ぶ世界各国の樹木、高

さ３０m以上吹き上げる巨大な噴水（Drumheller

 Fountain）、その遠方彼方に聳えるMt. Rainier（標

高４，３９２m)、またＵＷの図書館の中で最大で荘

厳な雰囲気を持つ Suzzallo　Libraryである。キ

ャンパスのおおよそ１／３はレイク・ワシントン

湖（淡水）と、Puget湾（海水）を繋ぐ運河に

面しており、シアトルの愛称エメラルド・シテ

ィーらしい美しいキャンパスを形成している。

Tacomaと Bothellに分校がある。

　電気工学科（１）（Electrical Engineering）の建物

はこの噴水近くにあり、地上６階地下１階の真

新しい建物で、現在はコンピュータ科学科と共

有している。コンピュータ科学（CSE）の建物

は来年の夏に完成予定で、完成時には電気工学

科と棟続きの最新設備を備えた建物となる。ち

なみに、CSEの建設総額は７，２００万ドルで、そ

の内１，４００万ドルが P.Allen氏（マイクロソフ

ト（MS）の創設者の一人）による寄付である。

その他に、UWにはMS社 Gates家の名前を冠

した建物や基金が多数あり、MS社のお膝元で

あることを強く印象付ける。なお、MS本社は

シアトルから車で４０分ほど北東に行った

Redmondにある。

　UWの医学、法学、海洋生物、森林、物理、

コンピュータ科学などの研究分野はランクが高

く、全米各地をはじめ海外からも多くの学生や

研究者が集まってきている。ノーベル賞受賞者

も輩出している。日本からの研究留学者は圧倒

的に医学分野が多い。なお、インターネット上

に充実した研究留学サイト（２）やシアトル情報サ

イト（３）があり、日本の滞在者には大変重宝がら

れている。

　シアトルは南樺太とほぼ同じ経度であるが、

平均気温は真冬が５℃、真夏は２５℃ほどである

が、冬は雨の日が多く１週間の内５～６日が小

雨である日も珍しくない。人口は州全体で６００

万人弱、またシアトルは約５５万人である。人種

構成は比較的アジア系が多く（１５％）、キャン

パス内で見かける学生の１／３はアジア系学生の

ワシントン大学
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ように思われた。主要企業はボーイング、マイ

クロソフト、アマゾン、スターバックス社など

であるが、昨年９月のテロの影響、ボーイング

社の次期統合攻撃戦闘機受注競争の惜敗もあっ

て州の失業率は高く、UWの人員削減や学費の

アップなどが話題になっていた。

２．UW電気工学科

　電気工学科は UWの中では最も大きい学科

の１つで、２００２年４月の時点で、５８名の Faculty、

４６名の Staffがおり、教授陣のうち１９人が IEEE

（米国電気電子工学学会）Fellowで、今回お

世話になった Prof. Chen-Ching Liuもその一人

である。学生数は学部生が５５０名、大学院生が

２７０名の規模で、２００１年は２６名に Ph.D.　を、５３

名にM.S.　を、そして１６４名に B.S.　を授与した

と聞く。また、私のような客員研究員が１４名滞

在していた。ただし、学生数は景気によって大

きく異なり、景気が悪いとき「大学に戻る」と

表現され急増する。例えば、２００１年の大学院新

入生は前年度の２倍の７０人と急増している（４）。

内訳は海外からの学生が４割、国内の学生が６

割である（前年度の割合いと逆転している）。

その内、約２割が女子学生である。大学院生の

多くは TAや Scholarshipを受けており、TAの

場合、授業料のおおよそ９割が免除される。な

お、２００２年の夏期クォータの授業料（１８単位）

は Residentが＄２，０００弱、Non-Residentが そ の

２倍である。また、奨学金については、例えば

電力分野では有名な Grainger基金があるが、

２００２年度には UW電気工学科では電力系の米

国籍学部生７名と院生３名に授与（返還不要）

されたが、院生の場合一人当たり＄１６，０００（２０

０万円）と潤沢である。

　学科の主な研究分野は、電力系統、マイクロ

マシン、通信とネットワーク、集積回路、メカ

トロニクスと制御、アンテナとリモートセンシ

ング、音声と画像処理である。私の関係する電

力・エネルギー分野には６名の教授陣がコミッ

トしており、電気、エネルギー、経済、情報処

理などの観点から幅広く研究している。また、

他大学や他学科と活発な交流があり、様々な横

断的プロジェクトが進行している。その一つに

NEPTUNE（North East  Pacific  Time-series

 Undersea Networked Experiments）プロジェク

ト（５）がある。主に、カルフォルニア工科大学の

ジェト推進研究所 UWの応用物理研究所、そ

して電気工学科の電力分野のメンバー等からな

る大型プロジエクトで、北西海岸沖の深海 Juan

 de Fucaプレート上に、３，０００kmにおよぶ観測

用通信及び電力ネットワークを構築し、深海で

の様々な海洋実験や研究を遠隔で行なうプロジ

ェクトである。総額は２．５億ドル、研究期間は

１９９９年から２００７年で、現在は開発段階にある。

３．IT環境

　学科内の計算機およびネットワーク環境、特

にその支援体制は充実している。数人の専属

Staffによって各種サーバの保守・管理やウィ

ルス対策、また利用者の多い電気系ソフト

MATLABや Spice等については定期的に講習

会が開催されている。計算機設備はMailや

Web等のサーバ以外に、一般利用者用として

Windows系 PCルームと Linux系の高速計算用

PCクラスター計算機（１Ghzクラス x３０）が

用意されている。学内幹線ネットワークはギガ

ビット・ネットで学科内は１００Mbである。研

究を行う上で、この PCクラスター計算機を利

用させてもらった。その他に、研究用として各

種専用ワークステーションが設置されている。

また、ソフトについてはメールやワープロなど

の一般系ソフトと技術系ソフトが２０種類以上、

ＵＷ電気工学科
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学科のソフトとして用意されており、教職員と

学生は自由に利用できる。

　学科の授業で意外だったのは、カリキュラム

にプログラミングの授業がなかったことである。

講義ではMATLABを道具として使っており、

技術計算の大半はこれで済ませている。研究室

の院生を見ていても、MATLABや他のツール

ソフトを使っているが、自分でプログラミング

している姿はほとんど見られなかった。プログ

ラミングに興味ある学生は、コンピュータ科学

科で受講すれば良いと言うことらしいが、技術

計算の初歩的計算を間違う学生の姿も見られた。

　米国社会の IT化は我国より、数年進んでい

る印象を強く受ける。キャンパス内を見渡して

も、講義録やシラバス、授業評価はもちろん、

IEEE論文誌のWEB検索（６）、会議室予約や各

種スケジュールなどネット経由で簡単に閲覧で

きるし実際に活用されており、日常業務や生活

の中にしっかり定着している。

４．Prof. Chen-Ching Liu研究室

　Prof. Liuは台湾系アメリカ人で、電力系統の

知識処理やエージェント指向制御、最近では電

力系統の市場原理導入によって生じる技術的問

題や経済的問題などを幅広く研究している。ま

た、日本国内の研究者とも広く交流があり、こ

の分野のキーパーソンの一人である。滞在期間

中に、日本や韓国企業の技術者が訪れ、研究打

ち合わせする場面も見られた。研究室には８名

の大学院生（２名がアメリカ人、１名がスウェ

ーデン人、他は韓国、中国人）が在籍しており、

その他に学外から１名ゼミに参加していた。

　滞在中に１名の韓国学生が無事 Ph.D．を取

得し帰国していたが、その審査の様子を拝見で

きた。審査は公開のプレゼン４０分、質疑・討議

が１時間で、その後５名の審査委員による審議

が２０分ほどであった。論文テーマは「Intelligent

 System Methods for Power System Vulnerability

 Analysis」で、電力系統を不慮の事故から保護

するシステム（分散型 Energy Management

 System（EMS））に関するもので、現在の EMS

の問題点、過去の研究成果、提案アプローチ（エ

ージェント指向のシステム設計）が中心で、全

体的に概念的である印象であったが、関連する

各手法の概念やシステム全体に対する提案アプ

ローチの位置づけなどはしっかり考察されてい

た。質疑は、フロアーや各委員から２問程度で

辛らつな質問は無かった。

５．授業風景

　建物のちょっとした空きスペースには学生の

ため（?）のソファーやテーブルが用意されてお

り、休み時間の合間にはレポート作成や分厚い

テキストを開く学生の姿がある。これはキャン

パス全体に言えることで、食事しながらノート

をチェックしたり、本を読みながらバスを待っ

ていたり、いつも何かを読んでいる学生の姿が

目に付く。授業風景は学生の質問や発言が活発

であり、他方、教授陣は理論と実際（最近の話

題、例えば Enronの破綻）を結び付けながら、

ジョークを交え丁寧に講義する。学生が少しで

も関心を持つよう工夫している印象を受ける。

授業は週２回（２時間／回）行われるが、内容

はすべてホームページ上に公開されており、学

生はそれを毎回プリントして授業に出席してい

る。枚数はかなり多く、授業の終わりには分厚

いバインダーが一杯になる分量である。また、

毎週、ホームワークが与えられ、例えば HW

が２０％、中間試験が２０％、最終試験が６０％など

の基準で最終的に成績評価される。その基準は

事前に公開されている。

Electric Energy Industrial Consortiumの様子
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６．他のイベント

　電気工学科では毎週金曜日の１５時に「ソーシ

ャル・アワー」と称する１時間パーティーが催

しされる。と言っても、フロアーの空きスペー

スに、コーラとスナック菓子を用意した簡単な

もので、狙いは学部生と大学院生、見知らぬ学

生同士、または学生と教官らの交流を促進する

ことにあるらしい。しかし、実際にはお腹をす

かした学生が集まって来るものの、出身国が同

じものや仲間同士のおしゃべりで終わることが

多く、見知らぬものの交流までに発展するケー

スは稀のようであったが、興味ある試みである

と思えた。また、同日の１６時から毎週エネルギ

ー関連のセミナーが催しされていた。学内外か

ら講師を招き１時間ほど講演してもらう形式で、

大学院生には単位認定の授業として開講されて

いる。私は滞在間もなくこのセミナーの講師に

招かれ、大学や研究内容を紹介する機会を得た。

　その他のイベントとしては、１月に学生を対

象とした学科内の研究発表会があった。私が目

にしたのは「Electric Energy Industrial Consortium」

で、大学院生だけでなく学部生も参加してパネ

ル発表を行い、それを教官や招待企業の人が採

点し、最後に集計し得点順に Tシャツやマグ

カップ、学会参加用航空券などのちょっとした

景品を発表者に与えるものである。形式張らず、

楽しみながら、かつ真摯に進行するアメリカら

しいやり方は、学生に少しでも企業との接点や

プレゼンテーションの機会を与え、また同時に

研究分野に興味を持てもらおうという教育姿勢

の現れで、大変参考になった。

　帰国間近の６月中旬に Commencement（卒業

式・学位授与式）が Huskyスタジアムで賑や

か行なわれた。この日はキャンパスのあっちこ

っちで、黒のガウンと四角い帽子を被った学生

が、家族と一緒に記念写真を撮る光景が見られ

た。来賓は前国務長官のMadeleine K. Albright

であった。

７．最後に

　昨年９月上旬に現地入りし、生活のセットア

ップを完了しない間に NYでテロ事件が起き、

一時はどうなることかと思った時期もあったが、

その後は順調に滞在できた。現地から、インタ

ーネットを介して研究室の計算機環境を利用で

きたこともあり、日本との物理的距離を意識す

ることは少なかったが、帰国後、うず高く積ま

れた書類の山を見て、e-Japanにはほど遠い段

階であると痛感した。最後に、お世話になった

Prof. Chen-Ching Liu先生を始め、本学教職員

の皆さまにこの場を借りて感謝申し上げます。

１）http : //www.ee.washington.edu/

２）http : //www.kenkyuu.net/

３）http : //www.junglecity.com/

４）Elec. Eng. Kaleidoscope of UW, ２００２

５）http : //www.neptune.washington.edu/

６）http : //ieeexplore.ieee.org/
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＝　入　試＝
（入 学 主 幹）

平成１５年度大学院入学試験の実施

　平成１５年度大学院工学研究科博士前期課程入

学試験が、８月２６日（学力検査）、２７日（面接）

に実施されました。

　また、平成１５年度大学院工学研究科博士後期

課程入学試験が、８月２８日に実施されてました。

　各専攻別、各課程別の合格者数等は次表のと

おりです。

平成１５年度編入学試験（学力試験
による選抜）の実施

　平成１５年度編入学試験（学力試験による選

抜）が７月１０日（水）に実施されました。

　各学科別の合格者数等は次表のとおりです。

「オープンキャンパス」（大学説明会）の実施

　７月２７日（土）に大学進学を希望する高校生、

高専生、短大生、専修学校生を対象とした大学

説明会が開催され、高等学校教諭、父母等を含

む８９人が参加しました。

　高橋副学長から、入学試験に関する説明の後、

各学科における実験等の体験学習、学長特別講

義を行いました。

　体験学習では、専門用語や器材に戸惑いなが

らも、担当者の説明を受けて、真剣な表情で実

験等に取り組んでいました。

博士前期課程（一般選抜）

専 攻 名 定 員 志願者 受験者 合格者

機械システム工学専攻 １６ ２７ ２６ ２２

電気電子工学専攻 １６ １５ １５ １１

情報システム工学専攻 １６ １３ １３ １３

化学システム工学専攻 １４ ２３ ２２ １７

機能材料工学専攻 １０ ２８ ２８ ２２

土木開発工学専攻 ２０ ３７ ３４ ３３

合 計 ９２ １４３ １３８ １１８

博士前期課程（外国人留学生特別選抜）

専 攻 名 定 員 志願者 受験者 合格者

機械システム工学専攻 ２ ２ ２

電気電子工学専攻 ０ ０ ０

情報システム工学専攻 ０ ０ ０

化学システム工学専攻 若干人 ０ ０ ０

機能材料工学専攻 ０ ０ ０

土木開発工学専攻 ０ ０ ０

合 計 ２ ２ ２

博士後期課程

専 攻 名 志 願 者 合 格 者

システム工学専攻 ２ ２

物 質 工 学 専 攻 ０ ０

合 計 ２ ２

学 科 名 定 員 志願者 受験者 合格者

機械システム工学科 ４ ４ ３

電気電子工学科 ４ ４ ３

情報システム工学科 ５ ５ ３

化学システム工学科 若干人 ０ ０ ０

機能材料工学科 １ １ １

土木開発工学科 ２ ２ ２

合 計 １６ １６ １２

入　試

－１８－
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千円

千円

千円

＝　研究助成＝
平成１４年度文部科学省在外研究員決定

（総　務　課）

○長期（甲種）

○長期（甲種）若手教官

平成１４年度国際研究集会派遣研究員（第 期）決定
（総　務　課）

平成１４年度 栗林育英学術財団研究助成金交付決定
（総　務　課）

平成１４年度 北海道河川防災研究センター研究助成金交付決定
（総　務　課）

平成１４年度 クリタ水・環境科学振興財団研究助成金交付決定
（総　務　課）

所 属 職 名 氏 名 派遣先国 期 間 研 究 課 題

土木開発工学科 助教授 早川　　博 アメリカ
１４．１０．１５

～１５．８．１４

水文流出モデルの確率応答に関す

る研究

所 属 職 名 氏 名 派遣先国 期 間 研 究 課 題

機能材料工学科 助 手 村田　美樹 アメリカ
１４．９．２５

～１５．９．１１

遷移金属触媒を用いた炭素・ヘテ

ロ元素結合形成反応に関する研究

所 属 職 名 氏 名 会 議 名 開 催 地 開催期間

機能材料工学科 教 授 青木　　清
超急冷および準安定物質に関する

国際会議（ＲＱ１１）

オックスフォード

（イギリス）

１４．８．２５

～１４．８．３０

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付金額

化学システム工学科 教務職員 服部　和幸
第２２４回アメリカ化学会出席に対する学術交流

研究助成
２００

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付金額

土木開発工学科 教 授 内島　邦秀
緩和曲線を挿入した河道湾局部の流れと河床形

状に関する研究（継続）
１，２００

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付金額

化学システム工学科 助教授 堀内　淳一
バイオリアクターによるチーズホエーからの環

境調和型融雪剤の微生物生産
８００

研究助成

－１９－
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千円

平成１４年度ノーステック財団研究開発助成事業補助金交付決定
（総　務　課）

平成１４年度民間等との共同研究の受入状況
（総　務　課）

平成１４年度累計　６１件

所 属 職 名 氏 名 研 究 課 題 交付金額

機能材料工学科 助教授 伊藤　英信
ライムケーキを原料とするシックハウス対応調

湿建材の創製
２，０００

所 属 職 名 研究代表者 研 究 題 目 民 間 機 関 等 名

土木開発工学科 教 授 鮎田　耕一
超軽量骨材（ＡＳＬ）コンクリートの耐凍

害性に関する研究
ドーピー建設工業

留学生教育相談室 講 師 菅野　　亨
高付加価値化を目的とした天然ゼオライト

鉱物複合材料の開発
共 成 レ ン テ ム

土木開発工学科 教 授 鈴木　輝之
寒冷地における土木構造物の凍害対策に関

する研究
北 見 建 設 業 協 会

機械システム工学科 教 授 二俣　正美 銅化合物粉末の新規用途開発に関する研究 美 瑛 白 土 工 業

化学システム工学科 教 授 小林　正義
健康建材の高機能化及び複合化に関する研

究
ナショナル住宅産業

化学システム工学科 教 授 小林　正義 高機能化健康建材の開発に関する研究 大 日 本 塗 料

機械システム工学科 助教授 藤木　裕行
防雪柵の耐雪強度測定と構造のシミュレー

ション
オ ー ・ エ ヌ 工 業

土木開発工学科 教 授 大島　俊之
情報システムを応用した建造物の診断技術

開発

北海道科学技術

総合振興センター

土木開発工学科 助教授 伊藤　陽司 土留壁の凍上対策設計指針に関する研究 寒冷地工事対策協議会

土木開発工学科 助教授 伊藤　陽司
土留め構造物の凍上対策に用いる裏込め材

料の開発

シ ー ・ エ ス ・

プ ラ ン ニ ン グ

機械システム工学科 教 授 二俣　正美
新規プロセスによる産業廃棄物の高品質原

料化前処理及び高度加工技術の開発

科学技術振興事業団

研 究 成 果 活 用

プ ラ ザ 北 海 道

土木開発工学科 教 授 鈴木　輝之
寒冷地における多数アンカー式補強土壁の

凍土対策工法に関する研究
岡 三 リ ビ ッ ク

電気電子工学科 教 授 谷本　　洋 高周波アナログ回路技術の研究 東芝研究開発センター

土木開発工学科 教 授 鮎田　耕一

廃ＥＰＳ骨材を使用したコンクリートなら

びにポリプロピレン短繊維混入コンクリー

トの凍結融解抵抗性の研究

シー・アンド・

アールコンサルタント

電気電子工学科 助教授 菅原　宣義 送電線腐食の電気的診断法に関する研究 北海道電力 旭川支店

研究助成

－２０－
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円

円

平成１４年度受託研究の受入状況
（会　計　課）

平成１４年度累計　１１件

平成１４年度奨学寄附金の受入状況
（会　計　課）

平成１４年度累計　３１件

所 属 職 名 研究担当者 研究題目及び研究期間 委託機関 所要経費

化学システム工学科

教 授

教 授

教務職員

吉田　　孝

鈴木　　勉

服部　和幸

木炭タールの持続的高度循環活

用システムの構築

平成１４年６月～平成１５年３月

北見工業

技術センター

運 営 協 会

２，４４１，２５０

化学システム工学科 助教授 山田　哲夫

バイオガスのクリーン・高純度

化技術の開発

平成１４年６月～平成１５年３月

北 海 道

科学技術総合

振興センター

２，０００，０００

機器分析センター 助教授 南　　尚嗣

平成１４年度 GEMS/Waterベース
ラインモニタリング

平成１４年６月～平成１５年２月

独立行政法人

国 立 環 境

研 究 所

５，２００，０００

所 属 職 名 研 究 者 寄 附 目 的 寄 附 者 寄附金額

機能材料工学科 教 授 井上　貞信 「工学研究」に対する研究助成 井 上 貞 信 ３００，０００

留学生教育相談室 教 授 山岸　　喬 「工学研究」に対する研究助成 カイゲン ７００，０００

土木開発工学科 助教授 三上　修一 「工学研究」に対する研究助成 日本鉄鋼連盟 １００，０００

化学システム工学科 助 手 岡 　文保
「データベース構築の研究」に

対する研究助成
三 河 　 誠 １００，０００

土木開発工学科 教 授 大島　俊之
「道路構造の防災対策の検討」

に対する研究助成

北海道道路管

理技術センター
３００，０００

土木開発工学科 教 授 鈴木　輝之 「工学研究」に対する研究助成 山上マテック １００，０００

土木開発工学科 教 授 大島　俊之
「寒冷地土木構造物の設計の検

討」に対する研究助成

東邦コンサル

タ ン ト
３００，０００

研究助成

－２１－
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＝人事＝

海　　　外　　　渡　　　航
○海外出張

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

土木開発工学科 教 授 鮎田　耕一

東北林業大学及びハルビン工程大学にて

コンクリートの耐久性に関する研究打合

せ （中華人民共和国）

１４．７．８

～１４．７．１２

留学生教育相談室 講 師 菅野　　亨

東北林業大学及びハルビン工程大学にて

天然鉱物材料の有効利用技術に関する研

究打合せ （中華人民共和国）

１４．７．８

～１４．７．１２

化学システム工学科 教 授 吉田　　孝

精密化学と機能性高分子に関する国際シ

ンポジウムにて研究成果発表。北京化工

大学招へいによる漆多糖類の生理活性に

関する研究打合せ （中華人民共和国）

１４．８．３

～１４．８．１０

機械システム工学科 助 教 授 藤木　裕行
第４回世界バイオメカニクス会議出席

（カナダ）

１４．８．３
～１４．８．１１

機能材料工学科 助 教 授 阿部　良夫
第５回エレクトロクロミズム国際会議出

席 （アメリカ）

１４．８．５

～１４．８．１２

未利用エネルギー

研 究 セ ン タ ー
教 授 庄子　　仁

バイカル湖メタンハイドレートに関する

調査研究（ロシア、デンマーク、ドイツ）

１４．８．６

～１４．８．２９

化学システム工学科 教 授 吉田　　孝

第２２４回アメリカ化学国際会議にて論文

発表、ＮＥＤＯ成果普及、世界の専門家

との研究打合せ （アメリカ）

１４．８．１５

～１４．８．２４

化学システム工学科 教務職員 服部　和幸
第２２４回アメリカ化学国際会議出席

（アメリカ）

１４．８．１５

～１４．８．２４

機能材料工学科 教 授 井上　貞信

第２２４回アメリカ化学国際会議にて研究

発表。海洋生物学研究所、マギル大学に

て微量成分分析に関する研究討論及び視

察 （アメリカ、カナダ）

１４．８．１７

～１４．９．２

電気電子工学科 教 授 細矢　良雄
第２７回国際電波科学連合総会出席

（オランダ）

１４．８．１７

～１４．８．２６

電気電子工学科 助 手 伊藤知恵子
第２７回国際電波科学連合総会出席

（オランダ）

１４．８．１７

～１４．８．２６

人　事

－２２－
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所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

機能材料工学科 教 授 高橋　信夫
慶尚大学校工科大学との短期交流研修引

率 （大韓民国）

１４．８．１８

～１４．８．２５

化学システム工学科 助 教 授 星　　雅之
慶尚大学校工科大学との短期交流研修引

率 （大韓民国）

１４．８．１８

～１４．８．２５

教 務 課 課長補佐 落井　清治
慶尚大学校工科大学との短期交流研修引

率 （大韓民国）

１４．８．１８

～１４．８．２５

留学生教育相談室 教 授 山岸　　喬
新彊大学との学術交流

（中華人民共和国）

１４．８．１８
～１４．８．２８

共 通 講 座 教 授 大野　　晃 条件不利地域の農村調査（ルーマニア）
１４．８．１９

～１４．９．１３

土木開発工学科 教 授 高橋　修平

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム INTERNATIONAL
 SYMPOSIUM ON PHYSICAL AND MECHANICAL
 PROCESSES IN ICE IN RELATION TO GLACIER
 AND ICE-SHEET MODELLINGに出席。ベル
ギー大学にて氷河観測の研究打合せ

（フランス、ベルギー）

１４．８．２３

～１４．９．４

電気電子工学科 教 授 田村　淳二
２００２年電気機械国際会議参加及び論文発

表 （ベルギー）

１４．８．２４

～１４．８．３０

電気電子工学科 助 教 授 村田　年昭
２００２年電気機械国際会議参加及び論文発

表 （ベルギー）

１４．８．２４

～１４．８．３０

情報システム工学科 助 教 授 三浦　則明
第１９回ＩＣＯ会議にて研究発表

（イタリア）

１４．８．２４

～１４．９．１

機能材料工学科 教 授 青木　　清

第１１回超急冷及び準安定物質に関する国

際会議及び金属水素系国際会議にて研究

発表 （イギリス、フランス）

１４．８．２４

～１４．９．８

情報処理センター 助 教 授 青山　茂義

国際会議ＡＰＦＢ０２（第２回アジア太平

洋小数体系会議）にて研究発表

（中華人民共和国）

１４．８．２６

～１４．８．３１

機器分析センター 助 教 授 南　　尚嗣
国際会議にて研究発表及び微量元素の定

量に関する研究打合せ （ブルガリア）

１４．８．２９

～１４．９．７

土木開発工学科 教 授 前田　寛之
第１０回地すべりに関する国際会議と現地

検討会にて研究発表 （ポーランド）

１４．９．５

～１４．９．２１

土木開発工学科 助 教 授 川村　　彰

世界道路協会路面性状委員会出席。ドラ

イビングシミュレーター国際会議出席及

び交通事情調査

（オランダ、フランス、ドイツ）

１４．９．６

～１４．９．２１

化学システム工学科 教 授 小林　正義

工業プロセス革新及び強化に関する国際

会議にて研究発表。共同研究プロジェク

ト推進のための研究打合せと講演

（イギリス、ドイツ）

１４．９．７

～１４．９．２１

人　事

－２３－
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○海外研修

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

土木開発工学科 助 教 授 川村　　彰

世界道路会議（ＰＩＡＲＣ）主催による

路面の平坦性試験区間の調査

（アメリカ）

１４．７．１４

～１４．７．２７

情報システム工学科 助 教 授 榮坂　俊雄

ＩＴＣ－ＣＳＣＣ２００２（回路、システム、

コンピュータ、通信に関する国際会議）

出席・発表 （タイ）

１４．７．１６

～１４．７．１９

情報システム工学科 教 授 鈴木　正清
バンコク及びプーケット研究討論ＩＴＣ

－ＣＳＣＣ２００２発表・座長 （タイ）

１４．７．１３

～１４．７．１９

電気電子工学科 講 師 川村　　武
第１０回計算機応用数学国際会議出席・発

表 （ベルギー）

１４．７．２０
～１４．７．２６

土木開発工学科 助 教 授 櫻井　　宏
コンクリート技術等に関する研究打合せ

（韓国）

１４．７．２４

～１４．７．２７

土木開発工学科 助 教 授 高橋　　清
ＡＩＴにおいて論文指導及び東南アジア

の交通計画に関する研究打合せ（タイ）

１４．７．２９

～１４．８．６

共 通 講 座 教 授 下村五三夫

国立アダム・ミツケビッチ大学、コペル

ニクス大学東洋学部での資料収集及び連

続講義 （ポーランド）

１４．８．２５

～１４．９．２９

所 属 職 名 氏 名 渡 航 目 的 及 び 渡 航 先 国 期 間

土木開発工学科 教 授 大島　俊之

第１回革新的土木構造物の構造健全度モ

ニタリング国際ワークショップ

（カナダ）

１４．９．１７

～１４．９．２２

人　事
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人　　事　　院　　勧　　告

　人事院は、８月８日（木）、国会及び内閣に対して、公務員の給与について報告し、併せてその給

与を改定するよう勧告するとともに、公務員制度改革が向かうべき方向について報告を行いました。

　給与勧告等の骨子は、次のとおりです。

給与勧告の骨子

〇　本年の給与勧告のポイント

　 　官民給与の逆較差（△２．０３％）を是正するため、給与勧告制度創設以来初の月例給引下

げ改定～俸給表の引下げ改定及び配偶者に係る扶養手当の引下げにより措置

　 　期末・勤勉手当（ボーナス）の引下げ（△０．０５月分）

　 　３月期のボーナスを廃止し６月期と１２月期に再配分。併せて、期末手当と勤勉手当の割

合を改定

　 　年間給与で実質的な均衡を図るため、不遡及部分については、１２月期の期末手当の額で

調整～平均年間給与は４年連続の減少（△１５．０万円（△２．３％））

１．給与勧告の基本的考え方

　・　ベア中止、定昇停止、賃金カット等極めて厳しい民間給与の実態を反映して、公務員給与が

初めて民間給与を上回るという状況の下、引下げ改定であっても引上げ改定の場合と同様、官

民給与の精確な比較により公務員給与の適正な水準を確保することが、情勢適応の原則にかな

うものと判断

　・　配分については、職員団体や各府省の人事当局の意見を十分に聴取し検討

２　官民給与の比較

　　約７，９００民間事業所の約４０万人の個人別給与を実地調査（完了率９３．８％）

　〈月例給〉　官民の４月分給与を調査（ベア中止、定昇停止、賃金カット等を実施した企業の状

況も反映）し、職種、役職段階、年齢、地域など給与決定要素の同じ者同士を比較

　〈ボーナス〉過去１年間の民間の支給実績（支給割合）と公務の年間支給月数を比較

　○　官民較差（月例給）　△７，７７０円　△２．０３％〔行政職…現行給与　３８２，８６６円　平均年齢　４０．９歳〕

　　　　　　　俸　　　給　△６，４２７円　　扶養手当　　　　　△６１８円
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　はね返り分　△　４１２円　　特例一時金（廃止）　△３１３円

３　改定の内容と考え方

　　〈月例給〉官民較差（マイナス）の大きさ等を考慮し、これに見合うよう月例給を引下げ

　 　俸給表：すべての級のすべての俸給月額について引下げ

　　 　行政職俸給表　　級ごとに同率の引下げを基本とするが、初任給付近の引下げ率を緩和、

管理職層について平均をやや超える引下げ率（平均改定率△２．０％）

　　 　指定職俸給表　　行政職俸給表の管理職層と同程度の引下げ（改定率△２．１％）

　　 　その他の俸給表　行政職との均衡を基本に引下げ

人　事
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　※　特例一時金（年間３，７５６円（月当たり３１３円））は廃止

　 　扶養手当　　　・配偶者に係る支給月額を引下げ（１６，０００円→１４，０００円）

　　　　　　　　　　・子等のうち３人目以降の支給月額を引上げ（３，０００円→５，０００円）

　 　その他の手当

　　 　委員、顧問、参与等の手当

　　　・指定職俸給表の改定状況等を踏まえ支給限度額を引下げ

　　　・高度な能力・識見等を有する人材の確保のため特例的な限度額を設定

　　 　医師の初任給調整手当　　・医療職 　　　　　　　　　最高　３１６，４００円→３１１，４００円

　　　　　　　　　　　　　　　　・医療職 以外（医系教官等）最高　　５１，６００円→　５０，８００円

　　 　俸給の調整額　　平成８年改正に係る経過措置を廃止し、新たな措置

　　〈期末・勤勉手当（ボーナス）〉民間の支給割合に見合うよう引下げ　４．７月分→４．６５月分

　　 　３月期の期末手当で引下げ（△０．０５月）

　　 　民間のボーナス支給回数と合わせるため、３月期の期末手当を廃止し６月期、１２月期に配分

　　 　民間の支給状況等を踏まえ、期末手当と勤勉手当の割合を改定（１５年度から）

　　（一般の職員の場合の支給月数）

［実施時期］給与水準引下げの改定であるため、遡及することなく、公布日の属する月の翌月の初

日（公布日が月の初日であるときは、その日）から実施するが、４月からの年間給与につい

て実質的な均衡が図られるよう、１２月期の期末手当の額について所要の調整措置

４　地域における公務員給与の在り方

　・　各地域に勤務する公務員の給与水準について、その地域の民間給与をより反映していく配慮

が必要

　・　本年は、民間給与のより的確な実態把握の観点から、民間給与実態調査について層化・抽出

方法を見直し

　・　今後、給与配分の適正化の観点から、俸給制度や地域関連手当等の諸手当の在り方について

抜本的に見直し。学識経験者を中心とする研究会を設置し、関係各方面と意見交換しつつ早急

に検討

５　公務員給与制度の基本的見直し

　・　職員の職務・職責を基本にその能力・実績等が十分反映される給与制度を構築する必要。現

行の労働基本権制約が維持される以上、人事院は今後とも代償機関として、給与勧告、人事院

規則の改廃等を通じて、その責務を万全に果たす所存

　・　本年６月に給与制度について大幅に基準化し、本府省の課長・室長への抜擢者は年齢・経験

と関係なくポストにふさわしい級への格付けが各省限りで可能。今後とも関係者の意見を踏ま

え基準を整備

６ 月 期 １２月 期 ３ 月 期

本年度　期末手当

勤勉手当

１．４５月（支給済み）

０．６　月（支給済み）

１．８５月（現行１．５５月）

０．５５月（改定なし）

０．２　月（現行０．５５月）

－

１５年度　期末手当

勤勉手当

１．５５月

０．７　月

１．７　月

０．７　月

廃止

－

人　事
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【その他】

　・　公務の活力を維持するため、実績を上げた職員に報いるよう、特別昇級や勤勉手当を活用す

る必要

　・　独立行政法人化の一層の進行に伴い、その役職員の給与水準を国として把握することが必要

　・　人事・給与等業務のオンライン化と共通データベース構築によるバックオフィスの電子化推

進

　【参考】モデル給与例 （単位：円）

勧 告 前 勧 告 後 年間給与

の減少額月 額 年間給与 月 額 年間給与

係 員
２５歳 独　身 １８９，２１０ ３，１５８，０００ １８５，６００ ３，０９０，０００ △　６８，０００

３０歳 配偶者 ２４３，９１０ ４，０５３，０００ ２３７，３００ ３，９３５，０００ △１１８，０００

係 長
３５歳 配偶者、子１ ３２８，０１０ ５，５２３，０００ ３１９，７００ ５，３７０，０００ △１５３，０００

４０歳 配偶者、子２ ３６７，２１０ ６，１７８，０００ ３５８，２００ ６，０１１，０００ △１６７，０００

地方機関課長 ５０歳 配偶者、子２ ４９０，６９０ ８，１５５，０００ ４７９，３６０ ７，９４６，０００ △２０９，０００

本府省課長 ４５歳 配偶者、子２ ６８５，３３０１１，８２１，０００ ６６９，０６０１１，５０７，０００ △３１４，０００

本府省局長 － － １，１４８，０００１９，５７６，０００ １，１２３，３６０１９，０７６，０００ △５００，０００

事務次官 － － １，５０７，５２０２５，７０７，０００ １，４７５，０４０２５，０４８，０００ △６５９，０００

人　事
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　　人事院の果たしてきた役割と反省を踏まえつつ、現在進められている公務員制度改革が向かう

べき基本的方向と今後改革を進めるに当たっての留意点等について意見を表明

１　公務員制度に対する国民の批判と課題

　　行政の信頼確保のためには、国民の批判に正面からこたえることが出発点。セクショナリズム、

キャリアシステム、退職管理（天下り）、年功主義などの是正を改革の共通認識とする必要

２　公務員制度改革が向かうべき基本的方向

　○　国民全体の奉仕者としての公務員の確保・育成

　　・　知識より問題設定能力、多角的考察力を重視する採用試験改革

　　・　退職管理の内閣への一元化と在職期間の長期化

　　・　具体的な数値目標の設定などによる幹部公務員の人事交流の推進

　　・　不祥事の防止、国民全体の奉仕者としての意識を徹底する研修　等

　○　キャリアシステムの見直し

　　　採用時の１回限りの採用試験の別による固定的な人事管理の弊害等を踏まえ、新たな中核人

材の選抜・育成システムの構築に向けた検討が必要

　○　公務組織における専門性の強化

　　　外部専門家を積極的に登用する必要。公務部内においても、スペシャリストとして活用され

るキャリアパスを用意し、シンクタンク等との人事交流など専門性を磨くことのできる機会等

を付与

　○　職務・職責を基本とした能力・実績主義の確立

　　　職務・職責を基本に能力・実績を重視した給与制度の構築とそれを可能とする新たな人事評

価制度の導入

　○　個人を重視した人事管理の推進

　　　多様な人材の活用と個人の価値観を尊重した人事管理

　　・　女性国家公務員の採用・登用の推進

　　・　フレックスタイム制、短時間勤務制など多様な勤務形態の導入を検討する必要

　　・　非常勤職員の制度的整備の検討が必要

３　現在進められている公務員制度改革

　　現在進められている公務員制度改革を国民の期待にこたえた、より実効的なものとするには、

具体的な制度設計に当たって上記の基本的方向に留意するとともに、以下の点を踏まえた更なる

検討が必要

　　・　国民全体の奉仕者として中立公正に職務を遂行するという基本理念が改革の原点

　　・　有識者を含む各方面のオープンな議論や、各府省当局、職員団体との十分な意見調整が必

要

公務員制度改革に関する報告の骨子

人　事
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　　・　各府省の人事権の行使に当たっては、公務員が全体の奉仕者として中立公正に職務遂行を

果たし得る枠組みが機能することが重要

　　・　民間企業への再就職の大臣承認制や各府省幹部候補職員の集中育成制度等については、セ

クショナリズムの助長にならないよう検討する必要

　　・　採用試験の企画立案については、内閣と人事院が適切な役割分担をすることが適当。合格

者の大幅な増加については、慎重な検討が必要

　　・　公務員の勤務条件について、憲法が要請する労働基本権を制約する以上、代償機能が適切

に発揮される仕組みが確保される必要

＝受賞＝
二俣正美教授　高温学会溶射特別賞を受賞

（機械システム工学科）

　機械システム工学科二俣正美教授は５月、大

阪で開催された平成１４年度高温学会第２７期通常

総会において、平成１３年度高温学会溶射特別賞

を授与されました。この賞は溶射関連分野にお

いて優れた業績をあげた研究者に対して授与さ

れるもので、二俣教授の長年にわたる研究の独

創性や新規応用分野の開拓など輝かしい功績が

高く評価されたものです。主な業績を列挙する

と、騒音解析によよるプラズマジェットの挙動

解析、聴力保護指針と消音装置の開発、耐熱性

に優れた高剛性制振材料、超高速切削用メタル

ボンド砥石の創製、電磁波シールド・撥水・抗

菌機能を有する環境対応皮膜の創製、木質系・

セメント系材料の表面改質と高機能化、液相溶

射法の開発など枚挙にいとまが無いほどであり

ます。特に液相溶射法は新規開発のホローカソ

ードを採用したプラズマジェットトーチにより

液相・コロイド溶液の適用を可能にしたもので

す。これによりサブミクロンレベルの緻密で滑

らかな薄膜創製を可能とした画期的な技術であ

り、これらの顕著な業績により１９９７年には岡田

科学技術賞を授与されております。

　一方、これらの溶射技術向上に関する産学官

の研究プロジェクトを多数組織・推進し、その

成果の多くは既に民間に技術移転されています。

このように溶射技術の普及や民間企業の活性化

に大きく貢献して来た功績も今回の受賞で高く

評価されたポイントです。

　一般に構造材料は強度や靭性といったバルク

の要求特性に対し、耐摩耗性・耐食性・撥水性

・抗菌性など表面に要求される特性・機能は両

立するとは限りませんが、二俣教授が開発され

た溶射による表面改質技術は殆どあらゆる材料

に適用可能であり、材料の適用範囲を無限に拡

大するものと言って過言ではありません。現在

も精力的に研究開発を遂行中であり、その高い

意欲と独創性は衰えるところを知りません。こ

の度の受賞を皆様と共にお慶びすると同時に、

これを契機に更なる飛躍を遂げて頂きますよう

祈念致します。

人事・受賞
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伊藤知恵子助手　国際電波科学連合総会で
Young Scientist Awardを受賞

（電気電子工学科）

　このたび、電気電子工学科助手伊藤知恵子氏

は、国際電波科学連合（International Union of

 Radio Science、略称 URSI）の第２７回総会（オ

ランダ、マーストリヒト市で、本年８月１７日～

２４日開催）において、Young Scientist Awardを

授与されました。

　ＵＲＳＩは、国 際 学 術 連 合（International

 Council of Scientific Unions、略称 ICSU）の傘

下にあり、多くの学会に分かれている電波、電

気通信および電子科学分野の研究の連絡と推進

を図る唯一の国際学術団体です。我が国は、分

担金を支払って加盟しており、日本学術会議電

波科学研究連絡委員会が対応しております。総

会は３年に１度開催され、研究の進展状況や将

来方向、国際協力、他の研究組織との強調など

に関して討議が行われます。

　Young Scientist Awardは、総会において論文

を発表した３５歳未満の若手研究者の中から選抜

された、非常に広範囲にわたる URSIの全研究

分野からの約１００名（今回我が国は７名）に対

し授与されております。受賞対象論文は「C.Ito

 and Y.Hosoya, “The thunderstorm ratio as a

 regional climatic parameter : Its effects on different-

integration-time  rain  rate  conversion ,  rain

 attenuation, site-diversity and rain depolarization,”

（invited paper）」であり、世界中に無線回線を

構築する際に、それぞれの地域における地域気

候パラメータを考慮して、高品質で経済的な無

線回線設計を行う基礎を提供するものでありま

す。８月１９日夜、１６６４年に完成し現在も使用さ

れている市庁舎ホールにおいて、受賞者のため

のレセプションが盛大に行われました。

　また、YSA受賞者の中から１名に Philips Best

 Young Scientist Paper Awardが贈られることに

なり、URSIの１０Commission（分科会）から１

名ずつの候補者が推薦されました。伊藤助手は

その１０名の一人に選ばれ、Evaluation Panelに

おいて、３分の発表と５分の個別口頭試問を受

けましたが、残念ながら受賞には至りませんで

した。

　この Awardは、電波科学の分野の若手研究

者にとって、非常に名誉なものであり、これを

契機として、伊藤助手にはこの分野における一

層の活躍が期待されます。

受　賞
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＝学会等＝
電気学会研究会開催の報告

電気電子工学科教授　谷本　　洋

　平成１４年７月４日～５日の２日間にわたって、

電気学会電子回路研究会が本学を会場として開

催されました。７月の北海道ということが人気

を呼んだのか、本学からの３件を含めて発表件

数が２８件と、電子回路研究会歴代２位の発表件

数でした。参加者数も両日とも５０名を超え、大

変盛況でした。

　発表の内容は、太陽光・風力エネルギー利用

のための電子回路や DC-DCコンバータから、

フィルタ、発振器、ミキサ、AD変換器などの

伝統的な回路の新しい発展、ニューラルネット

ワークや電子回路の自動合成の問題まで非常に

広範囲にわたり、それぞれの発表に対して熱心

な討論が行われました。中でも、アナログ IC

の低電圧動作化・低消費電力化に関する議論に

重点があったように見受けられました。この方

向は私たちの研究テーマにも重なりますので、

活発な議論から得るところが少なくありません

でした。

　さらに、初日のプログラム終了後の懇親会も

５０名を超える参加がありました。夜の部も全国

から集まった研究者や学生の交流で非常に盛り

上がり、研究会のもうひとつの目的も大いに達

成されました。

　最後に、今回の研究会開催に当ってご理解ご

協力を賜りました学内各位に御礼申し上げます。

＝諸報＝
学長主催特別講演会の開催

（総　務　課）

　去る７月２２日（月）に、福井大学長　児嶋眞

平先生をお招きして「教育・研究の高度化と国

際化をめざす福井大学工学部の取組み」と題し

て、学長主催特別講演会が行われました。

　児嶋学長から、独立専攻科「ファイバーアメ

ニティー工学専攻」の設置による大学院の充実、

学術交流協定校の飛躍的拡大による国際交流の

発展、遠赤外領域開発研究センターの設置によ

り遠赤外線の研究が世界のトップレベルになっ

たことなど福井大学工学部の取組みについて約

２時間にわたり講演をいただきました。

　学長を始め約４０人の教職員は、熱心に聞き入

っていました。

学会等・諸報
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「おもしろ科学実験」開催
（総　務　課）

　楽しい実験やもの作りを通じて子供たちに科

学の魅力を知ってもらうことを目的として、去

る８月１０日（土）、平成１４年度の本学地域開放

特別事業「おもしろ科学実験」が開催されまし

た。

　「おもしろ科学実験」は、昨年、一昨年に引

き続き３回目の実施となり、実施詳細の公表と

同時に多数の申込みがあり、受入れ人数を大幅

に上回る大好評ぶりでした。

　実験は体育館を会場として、午前１０時及び午

後２時からの２回行われ、網走管内の小・中学

校及び夏休みの帰省を利用した千葉県や東京都

の小学校など７５校から３５５名の参加がありまし

た。子供たちは１５の実験テーマ別に分かれ、本

学教職員の解説や学生の指導のもと真剣な眼差

しで２時間あまりの実験を行いました。

　実験終了後は、テーマ責任者から修了証書を

受取り、夏休みの一日を「一日科学者」として

満喫した様子でした。

僕のロボットは歩くかな？

マシンの作り方の説明に聞き入る子供
たち！

化石を見つけようと一所懸命

■実験テーマ■

機械システム工学科

２足歩行ロボットを作ろう

音を作って遊ぼう

紙飛行機から学ぶ飛行のしくみ

流氷のステンドグラス　 熱を目で見よう

電気電子工学科

モーターを作って動かしてみよう

（静電気モーターとリニアモーター）

炭で電池を作ってみよう

情報システム工学科

コンピュータでロボットを動かしてみよう

ゲームマシンもりっぱなコンピュータなのだ

化学システム工学科

におい、色をとろう

くだもので電池をつくろう

機能材料工学科

金属に「形」を勉強させよう

色が変化する魔法の液体を作ろう

土木開発工学科

磁石を使って水の流れをとめよう

道路のすべりをはかる

大地を見てみよう

諸　報
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遠山文部科学大臣来学
（総　務　課）

　去る８月２０日（火）、遠山文部科学大臣が本学

に来学されました。

　本学では、地域共同研究センターにおいて大

型ソーラーシミュレータ、低温室及びメタンハ

イドレートの燃焼実験を視察された後、学長室

において学長、副学長、附属図書館長及び事務

局長と本学の概要説明に始まり教育の特徴及び

研究の内容等多岐に渡る懇談が行われました。

　なお、文部科学大臣が本学を訪問されるのは

開学以来初めてのことです。

北友会主催レクレーション行事
北友会実行委員会

　昨年までは、夏休み直後の７月中～下旬にス

ポーツ大会、８月初めに夏祭りを実施して来ま

したが、今年から夏休み開始が８月１２日と約１

ヶ月遅くなったため、お盆明けの８月２２日に「夏

祭り」を行いました。なお、スポーツ大会とし

てミニバレーボール大会を、７月２９日～８月９

日に行いました。

○７／２９～７／３１　ミニバレーボール大会

　今年は、Aブロック（平均４０才以上）７チー

ム、Ｂブロック（平均４０才未満）６チームの合

計１３チームで、例年より少ない参加となりまし

た。また、期間も予定よりも短く３日間で終了

しました。結果を以下に書きます。

　Ａブロック

　　優　勝　　会計課スペシャルダンサーズ

　　準優勝　　教務・入試チーム

　　３　位　　スーパーキカイダーズ

　　４　位　　情報Ａ

　Ｂブロック

　　優　勝　　スーパーライダーズ

　　準優勝　　電気電子Ａ

　　３　位　　ショムニ FINAL

　　４　位　　情報Ｂ

　結構熱戦が繰り広げられ、ミニバレー愛好家

も相当数居られると再認識しました。体育館へ

足を運ばれたことの無い方は、一度観戦するこ

とをお勧めします、結構熱くなっています。

　なお、今スポーツ大会において、一人もけが

人が出なかったことは幸でした。

○８／２２　夏祭り

　屋外行事で一番の悩みの種は、天気です。思

えば、今夏の北見の天候は不順続きで、小学校

と中学校の運動会両方とも雨模様だったので、

せめて、夏祭りは晴れてほしいと願ったのです

が、４日程前から低温、雨曇りが続いて当日も

肌寒いぐずついた天候となりました。しかし、

担当者の機転で会場を生協食堂に移して実施い

たしました。

　北友会会長の常本学長の挨拶をいただき、ス

ポーツ大会の表彰式、そして、北友会副会長の

大内事務局長の乾杯で夏祭りが始まりました。

　なお、会場を屋外から屋内へ変更するにあた

り、種々の制約より内容などの変更を余儀なく

諸　報
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されましたが、ゲームは替わりにじゃんけんを

実施し、焼き物は屋外テントで行い、随時実行

委員が会場内に運び入れたため、問題にはなり

ませんでした。なお、今夏祭りの飲み物・食べ

物は例年通りの物を準備しましたが、担当者の

発案で急遽メニューに加えた、ミソおでんは好

評で、およそ３０分程で無くなり嬉しい誤算でし

た。

　一通り飲み物、食べ物が行き渡った頃、余興

の子供じゃんけん、ビンゴゲーム等を消化して

いきました。

　各余興の司会は、実行委員が分担しましたが、

普段は見られない以外な名調子を発揮されスム

ーズに進行して行きました。なお、余興でのエ

ピソードとして、ビンゴで何と就任１年目の常

本学長が一番を取りました。

　１９時３０分となり予定時刻より少々早くなりま

したが、後片付けの関係で閉会となりました。

　来年は、もっと多くの職員が参加する事を願

っています。

　最後に、今回の各行時にご協力頂いた関係各

位の皆さんに感謝申し上げます。また、額に汗

して働いて頂いた実行委員の皆さんご苦労様で

した。

スポーツ大会表彰 勝ち残るのは誰？（おとなジャンケン）

諸　報
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　本学化学システ

ム工学科赤塚邦彦

教授は、平成１４年

８月６日午前１１時

５分、肺ガンのた

め御自宅にて急逝

されました。享年５８歳でした。ここに、慎ん

で御冥福をお祈り致します。

　葬儀（通夜：８月７日午後６時、告別式：

８月８日午前１０時）は北見市常盤町のセレモ

ニーホールいいだ市民斎場にて、学科葬の格

式をもってしめやかにも盛大に執り行われま

した。本学常本秀幸学長には葬儀委員長をお

務め頂き、町内会の方々や本学の事務の方々

には献身的なお手伝いをして頂きました。本

学の方々からは御丁重にもたくさんの御香典、

花輪等を頂戴致しました。皆様には、本紙面

をお借り致しまして心より厚く御礼申し上げ

ます。

　赤塚先生は、昭和４３年３月に室蘭工業大学

大学院工学研究科修士課程を修了され、同年

４月に本学の助手として着任、その後、昭和

５１年４月に講師、５２年４月に助教授、平成２

年４月に教授に昇任され今日に至りました。

この間、一般教育の化学や化学システム工学

科の分析化学等の講義を担当され、学生の教

育と研究には人一倍の情熱を注いで来られま

した。分析化学の研究では、平成元年、「原

子吸光法による超微量金属の定量に関する研

究」によって、北海道分析化学会賞を受賞さ

れております。また、研究成果は、アメリカ

化学会の Analytical Chemistryを始めとする

一流雑誌に数多く発表されております。

　先生は、昨年１２月頃から体調を崩され、本

年１月からは札幌の病院に入院されておりま

した。しかし、６月末には退院され、元気な

御姿を見せておられました。それだけに、突

然死去の知らせを受けたとき、私共一同は大

変驚きました。今後、独立法人化や JABEE

対応等、本学科は多難な時代を迎えます。赤

塚先生には、本学科の中心的な存在として、

学科の運営にもさらなる御活躍を期待してい

ただけに、その突然の御逝去には惜しんでも

余りあるものがあります。先生を失った本学

科の痛手の大きさはとても筆舌には尽くせま

せんが、今は先生の死を現実のこととして受

け止め、学生の教育と研究指導を分担しなが

ら御意志を受け継いで行く所存です。ここに

衷心より哀悼の意を表し、御冥福をお祈り致

します。

　なお、故赤塚先生には、在職中の工学教育

・研究に関する実績と専門学会並びに関連産

業分野の発展への寄与が大であるというご功

績により、８月２７日従四位勲四等旭日小綬章

を授与されました。この栄を併せてご報告さ

せていただきます。

（化学システム工学科）

訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃訃　　報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

訃　報
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＝規程＝
北見工業大学地域支援連携室設置要項

平成１４年７月１２日

北工大達第２０号

　（設置）

第１　北見工業大学（以下「本学という。」）に地域支援連携室を置く。

　（目的）

第２　地域支援連携室は、本学における地域貢献の組織的・総合的な取組み及び地域自治体等との

真のパートナーシップの確立を図り、本学における地域貢献に関する事業（以下「地域貢献特別

支援事業」という。）を推進することを目的とする。

　（業務）

第３　地域支援連携室は、次の各号に掲げる業務を行う。

　一　地域貢献支援体制の整備に関すること

　二　地域貢献特別支援事業の企画立案に関すること

　（組織）

第４　地域支援連携室は、次の各号に掲げる構成員をもって組織する。

　一　副学長（総務・研究担当）

　二　副学長（教務・学生担当）

　三　地域共同研究センター長

　四　サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長

　五　その他学長が必要と認める者

　（室長）

第５　地域支援連携室に室長を置き、副学長（総務・研究担当）がこれに当たる。

２　室長は地域支援連携室の業務を掌理し、室員会議を招集する。

３　室長に事故あるときは副学長（教務・学生担当）がその職務を代理する。

　（庶務）

第６　地域支援連携室に関する庶務は、総務課において行う。

　（雑則）

第７　この要項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　　　附　則

　この要項は平成１４年７月１２日から実施する。

　　　制定理由

　地域支援連携室を設置することに伴い、必要事項を定めるもの

規　程
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　（設置及び目的）

第１　北見地域連携推進協議会（以下「協議会」という。）は、北見工業大学と北見市及び周辺自

治体、公共機関等が有機的に連携協力し、地域の発展に向けた具体的な取組みや方策を協議し、

その為の事業を一体的に企画立案することを目的として設置する。

　（業務）

第２　協議会は、次の各号に掲げる業務を行う。

　一　地域の生涯学習の充実や振興に関し協議し企画立案すること。

　二　地域の人材育成や産業の振興に関し協議し企画立案すること。

　（組織）

第３　協議会は、次の各号に掲げる機関等からの推薦者をもって組織する。

　一　北見工業大学

　二　北見市

　三　社団法人　北見工業技術センター運営協会

　四　北海道立オホーツク圏地域食品加工技術センター

　（会長）

第４　協議会に、会長を置き、北見工業大学地域支援連携室長がこれに当たる。

２　会長は、協議会を招集し、その議長となる。

３　会長に事故あるときは、あらかじめ会長が指名した者がその職務を代行する。

　（協議会）

第５　協議会は、委員の３分の２以上の出席をもって開催する。

第６　議事は、出席した委員の過半数の同意をもって決する。

第７　委員に事故あるときは代理者を出席させることができる。

第８　会長が必要と認めるときは、委員以外の者を協議会に出席させ、説明又は意見を求めること

ができる。

　（事務）

第９　協議会に関する事務は、北見工業大学総務課及び北見市商工部産業振興課が連携して行う。

　（雑則）

第１０　この要項に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が別に定める。

　　　附　則

　この要項は平成１４年８月１日から実施する。

北見地域連携推進協議会要項

平成１４年８月１日　制定

規　程
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＝日誌＝
（総　務　課）

７月１日　平成１５年度編入学（学力）願書受付

　　　　　（６月２６日～７月２日）

　　４日　電気学会電子回路研究会の開催

　　　　　（～５日）

　　　　　第２回客員教授特別講演会

　　５日　第４回独立行政法人化問題ＷＧ

　　８日　人事委員会

　　　　　平成１５年度大学院博士前期課程及び

後期課程願書受付（～７月１２日）

　　１０日　編入学（学力）試験

　　１２日　総務委員会

　　１６日　入学者選抜委員会

　　１７日　第６５０回教授会

　　　　　編入学（学力）合格発表

　　２２日　学長主催特別講演会

　　２３日　第５回独立行政法人化問題ＷＧ

　　２４日　附属図書館委員会

　　２５日　産学官連携推進員会議

　　２６日　第２回大学改革特別委員会

　　２７日　高校生のための大学説明会

　　２９日　前期定期試験（～８月９日）

　　３１日　第５回運営諮問会議

８月１日　第６５１回教授会（臨時）

　　１０日　おもしろ科学実験

　　１２日　夏季休業日（～９月３０日）

　　１８日　韓国慶尚大学校工科大学との短期交

流研修（～８月２５日）

　　２２日　北友会夏祭り

　　２６日　大学院博士前期課程入学試験（学

力）

　　２７日　大学院博士前期課程入学試験（面

接）

　　２８日　大学院博士後期課程入学試験
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